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【チェック項目】　---------------------------------------------------------

以下の項目が正しく記載されているか確認し，○をつけること．※がついているものは必須項目ではない．

	項目
	自己

チェック
	担当記入欄

	
	
	判定
	コメント

	(1) 表紙に必要事項を記入したか？
	
	
	

	(2) 目的を記入したか？
	
	
	

	課題１の各項目を記入したか？
	(3) 概要
	
	
	

	
	(4) 文字列へのポインタ配列
	
	
	

	
	(5) データ構造
	
	
	

	
	(6) アルゴリズム
	
	
	

	
	(7) ソースリスト
	
	
	

	
	(8) 実行結果
	
	
	

	
	(9) 考察
	
	
	

	課題２の各項目を記入したか？
	(10) 概要
	
	
	

	
	(11) 可変長文字列リスト
	
	
	

	
	(12) データ構造
	
	
	

	
	(13) アルゴリズム
	
	
	

	
	(14) ソースリスト
	
	
	

	
	(15) 実行結果
	
	
	

	
	(16) 構造体のサイズ
	
	
	

	
	(17) 考察課題
	
	
	

	(18) 参考文献の書式は正しいか？
	
	
	

	(19) フローチャートの書き方は正しいか？ 
	
	
	

	(20) 図番号とタイトルをつけたか？
	
	
	

	(21) ページ番号をつけたか？
	
	
	

	※　オプション課題
	
	
	

	※　感想
	
	
	


【教員記入欄】　------------------------------------------------------------------

1. 目的

　プログラミング演習II課題２の目的を述べること．

2. レポート課題１

2.1 概要

　レポート課題１の概要について述べること．

2.2 文字列へのポインタ配列
① 動的メモリ管理と静的メモリ管理の違いについても説明せよ．
② 文字列の長さに合わせて動的にメモリ領域を確保する方法を，malloc 関数もしくはcalloc 関数の説明を踏まえて解説すること．③ その際，入力文字数と必要となるメモリ領域の大きさについても言及せよ．
2.3 データ構造とアルゴリズム

2.3.1. 　データ構造

① 文字列のソート全体のデータ構造について説明すること．

② 文字列へのポインタ配列のデータ構造について説明せよ．

2.3.2. アルゴリズム
文字列のソート(Sort)のアルゴリズムを，フローチャートを使って説明すること．ただし，フローチャートのみでは不可．
2.4 ソースリスト

文字列のSort関数のソースリストとその説明を記載すること．
2.5 実行結果

① プログラムを実行し，文字列のソートが行えるようになっていることを確認し，その結果を載せること．
② メモリリークを発生させないために，どのようにソースを書き換えたかを説明せよ．③ その際，free関数の説明を踏まえること．④ また，どこにfree関数を書き加えたか，そして何故その場所に書き加えたかを説明すること(メモリ空間を無駄なく使用するために，どこにfree関数を書き加えたらよいか考えること)．

⑤ メモリリークが発生していないことを示すこと．⑥ その際，CrtDumpMemoryLeaks() 関数の説明を踏まえること．
※ 結果だけは不可，結果の説明を詳細に記すこと．また，どのようにソースを書き換えたか，どのようにしてメモリリークが発生していないことを調べたか，など説明がない場合は不可．
2.6 考察

考察事項（アルゴリズム，プログラムで工夫した点など）について述べること．
3. レポート課題２

3.1 概要

レポート課題２の概要について述べること．
3.2 可変長文字列版リスト
① 可変長文字列版リスト全般についてその方法，特徴などについて調べ，解説すること．② その際，固定長文字列版リストと比較しながら説明すること．
③ 可変長文字列版リストの応用例についても調べよ．
※ 参考文献は巻末にまとめること．

3.3 データ構造とアルゴリズム

3.3.1. データ構造

① 可変長文字列版リスト全体のデータ構造について説明すること．

② CELL型，③ PCELL型のセル構造体定義について説明すること．
④ typedef宣言についても説明せよ．
3.3.2. アルゴリズム
可変長文字列版リストの，① セルの挿入(ListInsert)，② セルの削除(ListDelete)，③ リスト全体の破棄(ListDestory)のアルゴリズムを，フローチャートを使って説明すること．ただし，フローチャートのみでは不可．

3.4 ソースリスト

可変長文字列版リストの，① ListInsert関数，② ListDelete関数，③ ListDestory関数のソースリストとその説明を記載すること．
3.5 実行結果

① プログラムを実行し，可変長文字列が扱えるようになっていることを確認し，その結果を載せること．
② データの挿入，③ 削除が正しく実行できることを示すこと．
④ メモリリークが発生していないことを示すこと．
※ 結果だけは不可，結果の説明を詳細に記すこと．また，どのようにしてメモリリークが発生していないことを調べたか，説明がない場合は不可 
3.6 考察

3.6.1. 構造体のサイズ
① 授業で実装した単方向リストの固定長文字列のセル構造体のサイズを調べよ．
② さらに string メンバの要素数を8から9に変更し，このときに構造体のサイズがどのように変化するかを確認し，その結果を考察すること(ヒント：アライメント，パディング)．
③ 可変長文字列版リストにおいて，8文字から20文字程度の文字列を入力したときの固定長文字列版との動作の違いについて考察すること．
3.6.2. 考察課題
その他の考察事項（アルゴリズム，プログラムで工夫した点など）について述べよ．節タイトルは内容にふさわしいものとすること．
4. オプション課題（任意）

単方向リストを双方向リストに変更せよ．また，リストを逆順に表示する ListRevPrintAll 関数を実装せよ．
5. 感想（任意）

演習全体を通した感想など．
6. 参考文献

参考にした文献の一覧を載せること．
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